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Ⅰ．はじめに

　長崎県（以下「本県」）五島列島ではツバキ油の生産が盛んで
あり，その生産量は全国シェアの約 4 割を占める（1，2）。離島
である五島列島にはツバキが多く自生しており，本県および地元
自治体は連携してツバキ油の増産等による地域振興を進めている。
　ツバキ油の生産時に発生する油粕は肥料として販売されている
が，増産に伴う油粕の新たな用途開発が求められている。ツバキ
の種子には界面活性剤であるサポニンが含まれている（3）。搾
油後の油粕には高濃度のサポニンが残っており，かつて洗髪に用
いられていたこともある。サポニンは多くの植物に含まれ，エゴ
ノキなどの魚毒性や，オタネニンジンなどの生薬では強壮効果と
いった作用を有している。そのほかにも，殺虫効果があることが
報告されている（4，5）。
　そこで，本研究ではツバキ油粕のサポニンの殺虫効果に着目し，
長崎県の主要産業であるシイタケ栽培における害虫等に対するサ
ポニンの活性について評価した。

Ⅱ．方　法

　本研究で使用したツバキ油粕は , 新上五島町振興公社が五島の
自生ツバキ林より収集した種子から搾油した残渣である。ツバキ
油粕に含まれるサポニンを分離・精製するため，次の手順で操作
を行った。まず，室温保存したツバキ油粕（302g）より 100% メ
タノールで 3 日間抽出し，ろ過後，ろ液を減圧濃縮し，メタノー
ル可溶部を得た。次に，この残滓に，クロロホルム：メタノール

（2：1）溶液を 300ml 加え，3 日間抽出し，ろ過後，ろ液をメタ
ノール可溶部と合わせ，減圧濃縮する操作を 3 回繰り返し行った。
得られたろ液にクロロホルムと水を加え，溶媒分配し，クロロホ
ルム可溶部と水可溶部を得た。クロロホルム可溶部は減圧濃縮し，

ツバキ油 11. 44g を得た。水層は，DiaionHP 20 SS（0～100% 水：
メタノール,10% stepwise）カラムクロマトにより，フラボン
配糖体 1. 52g，サポニン 12. 98g を得た。
　分離したサポニンを用いて，長崎県農林技術開発センター内の
シイタケ人工ほだ場において，次の試験を行った。

（1）シイタケ菌糸を加害する害虫への防除効果
　シイタケ原木に植菌した形成菌には虫などの加害が認められる。
そこで，平成 23 年 10 月にシイタケ形成駒「菌興 115 号」を用い
て，水のみ（対照区）とサポニン水溶液（0. 1, 1. 0 % w/w）を
10ml ずつ噴霧し自然乾燥後，人工ほだ場内 4 箇所にそれぞれ 5
個ずつ静置し，昆虫類による形成駒への加害状況について調査し
た。

（2）ナメクジに対する忌避効果の検証
　ナメクジの忌避剤として，サポニンを主成分とする商品がホー
ムセンターなどで市販されている。そこで，ツバキ油粕のサポニ
ンがナメクジにどの程度効果があるのか検討した。平成 24 年 6
月に，水のみ 10ml（対照区），サポニン粉末，サポニン水溶液

（0. 02, 0. 05, 0. 11% w/w）およびツバキ油粕懸濁液（油粕 0. 5g
／水 10ml）をそれぞれ 10ml ずつシャーレ内のフタスジナメクジ
5 匹に噴霧し，1 時間後の状態を評価した。

（3）ヤマトシロアリに対する殺蟻効果
　シイタケほだ木にはヤマトシロアリの蟻道が認められることが
ある。ヤマトシロアリなどの殺蟻成分としてはセンノキやモッコ
クのサポニンが挙げられる（6）が，ツバキ油粕のサポニンにつ
いてもその効果を検証した。平成 24 年 8 月および 10 月に蟻道が
確認されたシイタケほだ木よりヤマトシロアリ（職蟻）を捕獲し，
シャーレ内のヤマトシロアリ 6～10 匹に対して対照の水のみとサ
ポニン水溶液（0. 0005, 0. 005, 0. 05% w/w）3ml を噴霧し，120
分経過するまでの生存状況を 3 回評価した。
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Ⅲ．結果と考察

（1）シイタケ菌糸を加害する害虫への防除効果
　試験結果を図－ 1 に示す。対照区では 2 日目までに 75% が加
害されたのに対し，サポニン水溶液 1. 0% 処理区では加害された
ものはなく，0. 1% 処理区でも 5% が加害されただけであり，6
日目までは加害が抑制される傾向が認められた。13 日目において，
対照区ではすべての形成駒が加害されたのに対し，サポニン水溶
液 0. 1% 処理区では 75%，1. 0% 処理区では 15% が加害された。
これらのことから，サポニンにはシイタケ菌糸を加害する害虫に
対する防除効果が認められた。なお，今回の試験で加害した昆虫
類は未同定である。

（2）ナメクジに対する忌避効果の検証
　試験結果を表－ 1 に示す。サポニン粉末散布区やサポニン水溶
液（0. 11%, 0. 05%）噴霧区では，すべてのナメクジが 1 時間後に
死亡した。また，サポニン水溶液（0. 02%）とツバキ油粕懸濁液
噴霧区では，処理後 1 時間経過しても生存はしていたものの，対

照区と比較して激しく動きまわる忌避行動が認められた。これら
のことから，ツバキ油粕のサポニンにおいてもナメクジに対する
忌避効果が確認された。

（3）ヤマトシロアリに対する殺蟻効果
　試験結果を図－ 2 に示す。対照区（水のみ）と比較して，
0. 05% サポニン水溶液処理区は開始 3 分で 74% が死亡し，30 分
経過するとすべて死亡した。これより濃度が低い 0. 005% サポニ
ン水溶液処理区でも開始 7 分で 43% が死亡し，120 分経過する
と 84% が死亡した。さらに濃度が低い 0. 0005% 処理区では 120
分経過しても 36% が死亡するにとどまった（対照との有意差な
し）。このことから，ツバキ油粕のサポニンは一定の殺蟻効果を
有していることが明らかとなった。特に，0. 05% サポニン水溶液
ではすべてのヤマトシロアリが死亡し，優れた殺蟻効果が認めら
れた。
　以上の検討により，ツバキ油粕のサポニンはシイタケに関係す
る害虫等への忌避・殺虫効果が認められた。ツバキ油粕には魚毒
性があることが知られており，サポニンの活用の際，水路や水田
の近くでの使用には特段の注意が必要である。このような特性を
把握した上で，今後，ツバキ油粕の有効活用の検討を進めていく。
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表－１　ナメクジに対するサポニンの効果
試　験　区 １時間後の状況

対照区（水のみ） 生　存
サポニン粉末散布区 死　亡
0.11％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 死　亡
0.05％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 死　亡
0.02％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 忌　避
ツバキ油粕懸濁液（10ml）噴霧区 忌　避

(n=5)
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られることがある。ヤマトシロアリなどの殺蟻成分と

してはセンノキやモッコクのサポニンが挙げられる

（６）が，ツバキ油粕のサポニンについてもその効果

を検証した。平成24年８月および10月に蟻道が確認

されたシイタケほだ木よりヤマトシロアリ（職蟻）を

捕獲し，シャーレ内のヤマトシロアリ6～10匹に対し

て対照の水のみとサポニン水溶液（0.0005, 0.005, 

0.05 % w/w）３mlを噴霧し，120分経過するまでの生

存状況を３回評価した。 
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（１）シイタケ菌糸を加害する害虫への防除効果
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（２）ナメクジに対する忌避効果の検証 
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図－１ シイタケ形成駒を加害する昆虫類に対す

るツバキ油粕サポニンの防除効果
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図－２ ヤマトシロアリに対するサポニンの効果 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0 20 40 60 80 100 120

経過時間（分）

死
亡
率

0.05％サポニン水溶液噴霧区

0.005％サポニン水溶液噴霧区

0.0005％サポニン水溶液噴霧区

対照区*

**

**

**

* *

*

*

*

**

** ** ** **

*：５%有意，**：1%有意

表－１ ナメクジに対するサポニンの効果
試　験　区 １時間後の状況

対照区（水のみ） 生　存

サポニン粉末散布区 死　亡

0.11％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 死　亡

0.05％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 死　亡

0.02％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 忌　避

ツバキ油粕懸濁液（10ml）噴霧区 忌　避

(n=5)

図－1．シイタケ形成駒を加害する昆虫類に対するツバキ油粕サ
ポニンの防除効果
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を検証した。平成24年８月および10月に蟻道が確認

されたシイタケほだ木よりヤマトシロアリ（職蟻）を

捕獲し，シャーレ内のヤマトシロアリ6～10匹に対し

て対照の水のみとサポニン水溶液（0.0005, 0.005, 

0.05 % w/w）３mlを噴霧し，120分経過するまでの生

存状況を３回評価した。 

ⅢⅢⅢⅢ．．．．結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

（１）シイタケ菌糸を加害する害虫への防除効果
試験結果を図－１に示す。対照区では２日目までに

が加害されたのに対し，サポニン水溶液 処理

区では加害されたものはなく，処理区でも が

加害されただけであり，６日目までは加害が抑制され

る傾向が認められた。 日目において，対照区ではす

べての形成駒が加害されたのに対し，サポニン水溶液

処理区では ，処理区では が加害され

た。これらのことから，サポニンにはシイタケ菌糸を

加害する害虫に対する防除効果が認められた。なお，

今回の試験で加害した昆虫類は未同定である。
（２）ナメクジに対する忌避効果の検証 

試験結果を表－１に示す。サポニン粉末散布区やサ

ポニン水溶液（ ）噴霧区では，すべての

ナメクジが１時間後に死亡した。また，サポニン水溶

液（）とツバキ油粕懸濁液噴霧区では，処理後

１時間経過しても生存はしていたものの，対照区と比

較して激しく動きまわる忌避行動が認められた。これ

らのことから，ツバキ油粕のサポニンにおいてもナメ

クジに対する忌避効果が確認された。
（３）ヤマトシロアリに対する殺蟻効果
試験結果を図－２に示す。対照区（水のみ）と比較

して，サポニン水溶液処理区は開始３分で 






















が死亡し， 分経過するとすべて死亡した。これより

濃度が低い サポニン水溶液処理区でも開始７

分で が死亡し， 分経過すると が死亡した。

さらに濃度が低い 処理区では  分経過して

もが死亡するにとどまった（対照との有意差なし）。

このことから，ツバキ油粕のサポニンは一定の殺蟻効

果を有していることが明らかとなった。特に，
サポニン水溶液ではすべてのヤマトシロアリが死亡し，

優れた殺蟻効果が認められた。

以上の検討により，ツバキ油粕のサポニンはシイタ

ケに関係する害虫等への忌避・殺虫効果が認められた。

ツバキ油粕には魚毒性があることが知られており，サ

ポニンの活用の際，水路や水田の近くでの使用には特

段の注意が必要である。このような特性を把握した上

で，今後，ツバキ油粕の有効活用の検討を進めていく。 
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図－１ シイタケ形成駒を加害する昆虫類に対す

るツバキ油粕サポニンの防除効果
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図－２ ヤマトシロアリに対するサポニンの効果 
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表－１ ナメクジに対するサポニンの効果
試　験　区 １時間後の状況

対照区（水のみ） 生　存

サポニン粉末散布区 死　亡

0.11％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 死　亡

0.05％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 死　亡

0.02％サポニン水溶液（10ml）噴霧区 忌　避

ツバキ油粕懸濁液（10ml）噴霧区 忌　避

(n=5)

図－2．ヤマトシロアリに対するサポニンの効果
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